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１．はじめに 

ＰＣ鋼材は一般的に高応力下にあるため，腐食が発生した場合その程度が軽微であったとしても，破断に至るリ

スクがある．鉄筋の腐食やひび割れの増大といったコンクリート構造物の劣化性状の確認が比較的容易であり，耐

荷力の低下は徐々に進んでいくのに対して，ＰＣ鋼材の腐食は致命的であり，劣化は構造物に脆性的な破壊をもた

らす．本検討は日本海沿岸の海岸部に位置する劣化の進んだＰＣ橋において，耐荷力の検討を行った結果を報告す

るものである．

２．対象橋梁の劣化状況 

対象橋梁は，昭和 47 年に供用した上下線を有する，橋長約 547m のＰＣ８径間連続有ヒンジラーメン箱桁橋であ

る．全断面修復を含む 2 度の大規模な補修を経ながら

も，現在以下のような劣化状況が確認されている

1),2),3)．

 断面欠損が生じているような鉄筋の腐食とこ

れに相当するレベルのひび割れ幅（0.6mm 程度

以上）が橋梁全体で広く多数に分布

 構造内部へ高い濃度の塩化物イオンが浸透（PC

鋼材位置でも高濃度を確認）

 グラウトの未充填（調査 4 カ所中 2

カ所）

 グラウトに高い濃度の塩化物イオ

ン（最大 1.65kg/m3）を確認

 部分的にＰＣ鋼材が腐食

３．検討の概要 

検討概要を図１に示す．腐食の進行によ

り曲げ応力度がどれだけでひび割れ発生

限界に達するか，検討を行った．

４．腐食速度の算定 

腐食速度は既往の報告事例 4),5),6),7)（全て

日本海側沿岸の橋梁における PC 鋼材の腐

食）を参考にした．対象橋梁で劣化が進み

PC 鋼材で腐食が確認されていること，お

よび靱性の低いＰＣ鋼棒が採用されてい

ることに鑑み，既往の報告事例における劣

化部位の平均値である 0.016mm／年を本
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図２ 腐食速度分布（既往の報告事例より劣化部位を抽出）

（モデルＡ）8) （モデルＢ）9)

図３ 二つの劣化モデル
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図１ 検討フロー

腐食速度を算定 劣化モデルの選定
（PC鋼棒の腐食による導入PS力の変化）

曲げ応力度照査
（ひび割れ発生限界）
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検討の腐食速度として用いた．

５．劣化モデルの選定 

既往の研究 8),9)より，ＰＣ鋼材の破断を考慮した 2 つの劣化モデルにより検討を行うこととした．

６．耐荷力の照査 

照査は図４に示すように，ＰＣ構造の応力照査において劣化モデルにより有効プレストレス量を変化（低減）さ

せる形で行った．照査結果を図５，図６に示す．モデルＡの中間支点上では 15 年程度でひび割れ発生限界に達して

いる．また，モデルＡ，Ｂ双方でも 60 年程度のうちにはひび割れ発生限界に達していることがわかる．

７．まとめ 

 検討結果からは，比較的早い時期に耐荷力が失われるリスクがある

ことが明らかとなった．

 主桁の曲げ引張応力度を回復させるために外ケーブルによる補強を

行う場合，中間支点上で 19S15.2B×23 本の鋼材が必要になるが，本

数が多くいため桁内に配置できない可能性がある．また，補修時には

オーバープレストレスも危惧される．

 対象橋梁は補修と劣化を繰り返し，現在は汀線に位置してさらに塩

害環境が悪化しているほか，ＰＣグラウトの未充填，高い塩分濃度，

部分的なＰＣ鋼材の腐食が確認されるなどＰＣ鋼材の腐食進展リス

クの高い橋梁である．さらにＰＣ鋼材は構造物内で多段に配置され

ており，再充填などの補修を行うことも困難な状況にある．このよう

な特殊な条件，環境下において，本検討結果からは対象橋梁を架替え

ることが望ましいと考えられる．

（モデルＡ） （モデルＢ） （モデルＡ） （モデルＢ）

図５ 中間支点上（上縁着目）における耐荷力検討結果 図６ 支間中央（下縁着目）における曲げ応力度照査結果
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図４ 照査方法
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